担当：小宮山智志
【情報社会論】履修者の皆様
　7月10日の質問・意見票で寄せられた質問に今日中にホームページでお答えしようと考えていたのですが、間に合いませんでした（午後から会議と新潟大学の非常勤です）。
明日の朝までにはアップする予定です。レポートの参考になると思いますので、ご覧ください。
　第2回の講義で配布した資料を説明したとき、大学のレポートとは何かをお話しました。また『現代社会の理論』には入る前にお話した情報化とは何かというところでは、物理学万能の時代でなく、情報化社会だからこそ私たちの私たちによる私たちための研究の「問い」が見つけられることをお話しました（すでにこのときアニメーションを具体例として示し、今回のレポートの課題を示していたのです、“大学生”としてすべきこととして）。その後、テキストを使用し、情報化社会の光と闇を具体的にお話しました（テキストに入る前にお話した情報化社会・情報の定義をしっかり考えてください）。
　“大学生”として講義を聴講していれば、「あなたの研究が“新しい情報化社会（光を失わず、闇を減らす。条件は講義で示したとおりです）”にどのように貢献するか考えよう！」という課題は、すでに完成しているはずです。わたしがお勧めした自分の頭、そして他人の頭を使うトレーニングをこの3ヶ月していれば、課題ともいえない課題です。
　しかし、おそらく日本の多くの大学生は、このレポートが書けないことでしょう。第2回時に配布した資料は東京大学の演習のテキストです。ということは、いまの東大生はトレーニングしなければ“大学生”になれない（だからテキストに書かれている）ということです。きっとどこの大学でも“大学生”にならずに卒業してしまう人がたくさんいるのでしょう。これでは耐震偽装やリコール隠しと同じではないだろうか。
　まだ1年半あります。今日、このレポートから始めよう。問いは変わってもよい（ということは変わらなくてもよい）。けど常にもとう。自分の問いを解決するために講義を選択し、聴講し始めたとき、どこの大学だろうと、“大学生”です（問いがなければどこの大学だろうと“大学生”ではない）。
　講義中に配布したレポート例ですが、誤字脱字を訂正し、またわかりやすいように説明を付け加えました。こちらはホームページにアップしてあります。参考にしてください。
